
102 大規模疫学分析に基づく大動脈弁硬化変性の病態解明 久松　隆史

　大動脈弁狭窄症の主因である大動脈弁硬化変性の病態は十分に解明されているとは言い難く、我が国における
詳細な検討は皆無である。本研究では日本人一般住民における大動脈弁硬化変性の分布実態および関連する要
因を検討することを目的とした。滋賀県草津市地域住民から無作為抽出した一般健常人 1,009 名（40－79 歳男
性、平均年齢 63.7±10.0 歳）を分析対象とした。大動脈弁硬化変性（石灰化）は、CT 画像にもとづき、Agatston
法により評価した。ロジスティック回帰を用いて、大動脈弁硬化変性に対する各変数のオッズ比（OR）および
95％信頼区間（CI）を求めた。大動脈弁硬化変性の有所見率は 18.9%であった。大動脈弁硬化変性に関連してい
た要因は、加齢（5 歳上昇あたりの OR、1.76；95%CI、1.50－2.05）、収縮期血圧（10 mmHg 上昇あたりの OR、
1.14；95%CI、1.04－1.26）および LDL コレステロール（10 mg/dl 上昇あたりの OR、1.08；95%CI、1.02－1.15）
の上昇、糖尿病治療薬の使用（使用無しに対して OR、1.86；95%CI、1.05－3.28）、および現在喫煙（現在非喫
煙者に対して OR、1.65；95%CI、1.10－2.47）であった。結語として、健常な日本人一般住民における大規模疫
学分析の結果、大動脈弁硬化変性は、加齢、収縮期血圧および LDL コレステロールの上昇、糖尿病治療薬の使
用、および現在喫煙と関連した。
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